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丈丈
山山
文文
庫庫
はは
、、
戦戦
国国
時時
代代
末末
期期
にに
、、
三三

河河
国国
泉泉
郷郷（（
今今
のの
和和
泉泉
町町
））でで
生生
まま
れれ
たた
文文

い
ず
み

人人
・・
石石
川川
丈丈じ

ょ
う

山山
のの
功功
績績
をを
広広
くく
伝伝
ええ
るる
目目

ざ
ん

的的
でで
設設
けけ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。

丈丈
山山
はは
、、
元元
はは
徳徳
川川
家家
康康
のの
家家
臣臣
でで
、、

数数
々々
のの
手手
柄柄
をを
立立
てて
まま
しし
たた
がが
、、
大大
阪阪
夏夏

のの
陣陣
のの
時時
、、
家家
康康
がが
将将
兵兵
のの
傷傷
つつ
くく
のの
をを

少少
なな
くく
しし
よよ
うう
とと
先先
陣陣
争争
いい
をを
禁禁
じじ
たた
のの

今月の案内人

神谷　 齊 さん（和泉町）
ひとし

にに
もも
かか
かか
わわ
らら
ずず
、、
そそ
のの
命命
令令
にに
反反
しし
たた

たた
めめ
蟄蟄
居居
をを
命命
じじ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
をを

ち
っ 
き
ょ

契契
機機
にに
武武
士士
をを
捨捨
てて
たた
丈丈
山山
はは
、、
学学
問問
にに

専専
念念
すす
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
林林は

や
し

羅羅
山山
とと
もも
親親

ら 
ざ
ん

交交
をを
深深
めめ
、、
まま
たた
儒儒
学学
者者
藤藤
原原
惺惺
窩窩
のの
門門

せ
い 
か

下下
とと
もも
なな
りり
まま
しし
たた
。。
そそ
しし
てて

歳歳
のの
時時
、、

５５４４

京京
都都
相相し

ょ
う

国国
寺寺
にに
ほほ
どど
近近
いい
、、
睡睡
竹竹
堂堂
とと
名名

こ
く 
じ 

す
い 
ち
く 
ど
う

づづ
けけ
たた
住住
まま
いい
にに
隠隠
棲棲
。。
そそ
ここ
でで
書書
斎斎
とと

い
ん 
せ
い

しし
てて
使使
わわ
れれ
てて
いい
たた
建建
物物
がが
「「
学学
甫甫
堂堂
」」

でで
すす
。。

歳歳
でで
京京
都都
一一い

ち

乗乗じ
ょ
う

寺寺
にに
詩詩
仙仙
堂堂
をを

じ 

し 
せ
ん 
ど
う

５５９９

開開
いい
てて
移移
るる
まま
でで
のの
間間
、、
そそ
ここ
にに
住住
んん
でで

いい
たた
のの
でで
すす
。。

時時
代代
はは
移移
りり
変変
わわ
りり
、、
睡睡
竹竹
堂堂
・・
学学
甫甫

堂堂
のの
存存
在在
はは
人人
々々
かか
らら
忘忘
れれ
らら
れれ
てて
いい
まま

しし
たた
。。
昭昭
和和

年年
、、
荒荒
廃廃
にに
任任
せせ
なな
がが
らら

４４４４

もも
、、
かか
ろろ
うう
じじ
てて
現現
存存
しし
てて
いい
たた
学学
甫甫
堂堂

をを
丈丈
山山
のの
生生
まま
れれ
故故
郷郷
和和
泉泉
町町
にに
私私
のの
父父
・・

義義
郎郎
がが
移移
築築
・・
補補
修修
しし
てて
、、
庭庭
園園
やや
展展
示示

よ
し 
ろ
う

室室
をを
設設
けけ
、、
睡睡
竹竹
堂堂
のの
名名
をを
継継
承承
しし
てて
開開

館館
しし
たた
のの
がが
丈丈
山山
文文
庫庫
でで
すす
。。

学学
甫甫
堂堂
はは
木木
造造
平平
屋屋
建建
てて
のの
茅茅
葺葺
でで
、、

か
や 
ぶ
き

三三
畳畳
一一
間間
にに
床床
のの
間間
とと
濡濡
縁縁
がが
付付
いい
たた
、、

ぬ
れ 
え
ん

小小
ささ
なな
数数
奇奇
屋屋
風風
のの
建建
物物
でで
すす
。。
ここ
のの
学学

す 

き 

や

甫甫
堂堂
のの
畳畳
にに
座座
りり
、、
丈丈
山山
遺遺
愛愛
のの
石石い

し

燈燈
籠籠

ど
う 
ろ
う

やや
つつ
くく
ばば
いい
がが
置置
かか
れれ
たた
庭庭
園園
をを
眺眺
めめ
てて

いい
るる
とと
、、
時時
折折
、、
僧僧
都都（（

そ
う 
ず

鹿鹿
威威
しし
））のの
「「
ココ

し
し 
お
ど 
し

ーー
ンン
」」
とと
いい
うう
音音
がが
響響
きき
渡渡
りり
、、
往往
時時
のの

おお
もも
かか
げげ
をを
思思
いい
起起
ここ
すす
ここ
とと
がが
でで
きき
まま

すす
。。丈丈

山山
はは
造造
園園
、、
茶茶
道道（（
せせ
んん
茶茶
））、、まま
たた
、、

漢漢
詩詩
やや
隷隷
書書
なな
どど
のの
ささ
まま
ざざ
まま
なな
分分
野野
でで

れ
い 
し
ょ

そそ
のの
才才
能能
をを
発発
揮揮
しし
まま
しし
たた
。。
丈丈
山山
文文
庫庫

内内
のの
展展
示示
室室
でで
はは
、、
丈丈
山山
のの
書書
やや
愛愛
用用
のの

品品
々々
のの
ほほ
かか
貴貴
重重
なな
作作
品品
をを
見見
るる
ここ
とと
がが

でで
きき
まま
すす
。。
静静
かか
なな
たた
たた
ずず
まま
いい
のの
中中
でで
、、

郷郷
土土
のの
偉偉
人人
、、
丈丈
山山
のの
世世
界界
とと
思思
考考
にに
ああ

なな
たた
もも
触触
れれ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。

丈丈
山山
文文
庫庫
開開
館館
日日
時時
▼▼
土土
・・
日日
曜曜
日日
午午
後後

１１
時時
〜〜
５５
時時

入入
場場
料料
▼▼
一一
般般
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★学甫堂（丈山文庫）
／和泉町
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丈山苑�

和泉保育園�

和泉町上之切�

丈山文庫�

石石燈燈籠籠

学学
甫甫
堂堂（（
丈丈
山山
文文
庫庫
））

が
く 
ほ 
ど
う

その２９

僧僧都都

展展示示室室


